
8.4 研究会

天文台主催・共催

1. 第 9回宇宙総合学研究ユニットシンポジウム「宇宙にひろがる人類文明の未来 2016」
2月 6日–7日 (京都大学)

2. 太陽研連シンポジウム
「ひので 10年目の成果と SOLAR-Cを柱とする太陽研究の新展開」

2月 15日–17日 (国立天文台)

3. Superflares on Solar-type Stars and Solar Flares, and Their Impacts on

Exoplanets and the Earth.

「太陽型星のスーパーフレアと太陽フレア、およびその惑星・地球への影響」
3月 1日–4日 (京都大学)

http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/ ynotsu/spflareWS2016/

その他のLOC, SOC, Chair, 司会, 世話人担当

・日本地球惑星科学連合 2016年度連合大会
P-EM04セッション (Space Weather, Space Climate, and VarSITI)

5月 22日–23日 (幕張)

コンビーナ (浅井歩)

・Forth International Symposium (IAGA-IV)

Influence of short and long term solar variability on climate

3月 20日–24日 (エジプト)

SOC(柴田一成)

・ASTRONUM 2016

11th International Conference on Numerical Modeling of Space Plasma Flows

6月 6日–10日 (アメリカ、カリフォルニア)

program committee member(柴田一成)

・Solar Polarization Workshop

9月 12日–14日 (イタリア、フィレンツェ)

SOC(一本潔)

・太陽データ解析ワークショップ
11月 28日–12月 1日 (名古屋大学)

世話人 (浅井歩、一本潔、石井貴子、大辻賢一)
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・上野 悟: 6月 20日–7月 2日 イカ、アヤクーチョ(ペルー)

国立天文台受託研究「太陽観測を通したペルーとの天文学学術研究交流」に
係る渡航

・柴田 一成: 6月 27日–7月 1日 Kaohsiung(台湾)

The 18th International Congress on Plasma Physics (ICPP 2016)に参加
・浅井 歩: 8月 3日–5日 北京 (中国)

国際会議 AOGS (Asia Oceania Geosciences Society) 2016 に参加
・野津 湧太: 8月 17日–26日 シアトル及びニューメキシコ州 (アメリカ)

ワシントン大学 (シアトル)で、Suzanne Hawley氏と共同研究議論 (+セミナー)

Apache Point Observatory(ニューメキシコ州)の 3.5m望遠鏡で観測
・一本 潔: 9月 12日–14日 フィレンツェ(イタリア)

Solar Polarization Workshop 8に参加
・阿南 徹: 9月 12日–17日 フィレンツェ(イタリア)

Solar Polarization Workshop 8に参加
・一本 潔: 9月 15日–17日 マックスプランク太陽系研究所 (ドイツ)

Sunrise 検討会議に参加
・阿南 徹: 9月 17日–21日 マックスプランク太陽系研究所 (ドイツ)

Sunrise 検討会議に参加
・野津 湧太: 9月 19日–30日 オーフス大学 (デンマーク)

Christoffer Karoff氏と共同研究 (+セミナー)

・高橋 卓也: 9月 20日–30日 モンタナ州立大学 (アメリカ)

Jiong Qiu氏と共同研究
(渡航費用: 宇宙ユニット海外派遣)

・柴田 一成: 10月 9日–13日 Cartagena de Indias(コロンビア)

IAU Symp 327 Fine Structure and Dynamics of the Solar Atmosphere に参加
・竹重 聡史: 10月 23日–28日 北京 (中国)

The 7th East Asian Numerical Astrophysics Meetingに参加
・柴田 一成: 11月 11日–15日 Sangli, Maharashtra(インド)

SCOSTEP/ISWI International Space Science School (ISSS)に参加
・一本 潔: 12月 10日–15日 サンフランシスコ (アメリカ)

Next Generation Solar Physics Mission Science Objective Team meeting

AGU　Town Hall Meetingに参加
・上野 悟、木村 剛一、大辻 賢一:

12月 11日–25日 Fuxian Solar Observatory (中国、雲南省)

名古屋大学宇宙地球環境研究所・国際共同研究「彩層微細構造のダイナミクス
から探る太陽面爆発のメカニズム」に関する観測のため
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